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「親子キャッチ５７５」の作品募集に、市内の小中学校、高等学校からたくさん応募をいただき、４，３９０点の作品
が集まりました。そして、表彰式は平成28年11月13日、碧南市文化会館で行われ、最優秀作品、優秀作品の合計
30点が表彰されました。
作品のテーマは、「家族・地域の絆」「命の大切さ」「人への思いやり」で、親子の絆の強さを感じるものや、
温かい家族の様子が浮かんでくるものなど、感心したり、感動したり、うれしい気持ちになったりする作品がたく
さんありました。

第13回「親子キャッチ５７５」
最優秀作品と表彰式　青少年育成市民会議
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碧南市青少年育成市民会議だより
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僕たち、碧南市成人式実行委員の１３人は、たくさ
んの方々のご協力のもと、１月８日に無事成人式を終
えることができました。
今回の成人式は、“感謝”“自覚”“挑戦”という柱を
新成人に伝えたいと実行委員で考えました。そのため
に、人生を道に例え、過去の道から未来の道へ進んで
いく様子を思い浮かべられるよう、「道～いままでと
これから～」というテーマのもと、式全体を構成しま
した。
○過去の道：今までみんなは勉強・スポーツ・習い

事など、何かに挑戦してきたはず。そ
の挑戦には、必ず支えてくれた人たち
がいると思うので、その人たちへ感謝
をする。

○未来の道：一人一人、それぞれの感謝を自覚し、
次は自分が誰かに感謝されるように挑
戦していってほしい。

これまで進んできた道とこれから進んでいく道の大
切さを感じてほしいと思い、式の中で、「語り」「手
紙」「スライドショー」「ムービー」を行いました。
約１年にわたる成人式の準備の中で、実行委員１３

人にはそれぞれ学業・アルバイト・仕事があるため、
そろっての作業や練習がなかなかできませんでした。
しかし、市生涯学習課の職員の方を始め、周りの先

輩など多くの方々の協力のおかげでこのような最高の
成人式をやり遂げることができました。

式が終わったときには、達成感と感動で胸がいっぱ
いになり、この１３人の仲間と最後までやり切れたこ
とが最高に幸せでした。
また、多くの新成人から「感動した」という感想を

いただきました。成人という節目の時に、新成人がこ
れまでの感謝やこれからの挑戦について考える素敵な
式にできてよかったです。
成人式実行委員会の活動は一区切りを迎えましたが、

この経験を活かして、来年の成人式実行委員会のサポ
ート、ＨＥＸＰＯの活動、それぞれの夢に向かって頑
張っていきます。
この成人式はたくさんの方々の協力があって成功さ

せることができました。たくさん支えられ応援してい
ただきました。
今、改めて自分の道を振り返り、周りの人に感謝し、

それぞれの新しい道を歩いていこう。

２０１７年成人式『道 ～いままでとこれから～』
成人式実行委員長
ＨＥＸＰＯ　２年　立澤　和人
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昨年、１８歳以上から選挙において投票することが
出来ることになり、従来の投票率が上がるかと思わせ
るような、報道がありました。しかし、予想どおりの
低い結果に終わり、大人も子どもも、政治にはまった
く興味がない模様で、がっかりしました。
私には、２人の子どもがいます。選挙報道・政治番
組を家族全員で聴衆し、その結果、親子共々、投票を
棄権したことがありません。
皆さんは、仕事にかまけて、忙しがっていませんか。
若い皆様に、押しつけるわけでもありませんが、テレ
ビや新聞などのメディアが盛り上げてほしいと思いま
す。
「私はこれまで、一度も選挙に行ったことがない」
と公言する人。「身内が立候補したから、応援よろし
く」「わが市から大臣を」と勝手すぎませんか。

子どもと共に新聞を読み、テレビ放送を見て
言葉をかわし、親子の絆を深め、家族のため、
日本のため、世界のために頑張りましょう。ス
ポーツに趣味に、家庭に対話を深めましょう。

子どもは親を見て育つ
碧南少年野球育成連盟

鳥　居　正　治

春先、熱田福祉会けやきの木保育園の園長先生の講
演会がありました。その講演会では、「子育て中のお
母さんのストレスは、よい母でなければいけないと思
う自分の価値観からのストレスが最も多い。自分の価
値観を変えることで随分楽になることができる。」と
おっしゃってみえました。
確かに、「給食はなんでこんなにおいしいのかな
あ。」と言う娘の言葉を、「家で食べる料理がおいし
くないってことか。」ととれば、心穏やかではありま
せんが、「好き嫌いなく何でもおいしく食べられる子
に育ってくれてよかったなあ。」ととれば、とても嬉
しいことになります。
物事を「どうみるか」で、肯定的にも否定的にもと
らえることができます。自分の価値観を少し変えるだ
けで、ストレスをためることなく人に優しく接するこ
とができる、それを見て子どもが優しく育って
くれる、そんな生き方ができたら素晴らしいな
と思いました。

自分の価値観を変えられたら
碧南市保育所父母の会連絡協議会

石　川　　操

子育ては何歳までするのでしょうか。子どもが社会
人になれば一人前の大人として認め、子育て終了。い
やいや結婚するまでは、孫の顔を見るまではと子ども
の成長をいつまでも見ていたい、関わっていたいと思
うのは親の心情ではないでしょうか。
子どもが小さい頃は、あれはやってはダメ、これは
しなくてはダメ、命令が子育てになっていました。ダ
メダメではなく、こうしてはどうかな、こうした方が
いいのかな、と問いかけ式にしてみると答えがでるま
でに時間がかかります。自分にとってはもどかしいで
すが、子どもにとっては考える力や自己責任感、自発
力が生まれてきます。
成長と共に子どもとの接し方も変わっていきますが、
変わらないことはいつも笑顔で見守ること。なかなか
見守るということはむずかしく、いつまでたってもど
んなときも迷い悩みながら子どもと共に親として育っ
ています。
今年も帰ってきたら玄関で家族の靴をそろえる。娘
はこんな靴を履いていたんだ。親の靴も古くなってき
たから新しいのをプレゼントしようかな。と違う視線
で考えると楽しいこともありますよ。

見守ることの大切さ
碧南市おやじの会連絡会

長 谷 川　哲 巳

今の子どもたちは、「遊び」を通じて体験・交流す
ることが少なく、室内での孤立型の遊びが増えていま
す。学年が上がるにしたがって、「ゆとり」のない生
活を送るようになり、体験から学ぶ機会が減少してい
ると思われます。自然の中で驚きや感動を味わい、豊
かな感性を身につけ、集団の中でルールを守ることや
我慢すること、他人を思いやる心や協調性、責任感な
どを学びます。
しかし、青少年の非行が大人の生活の反映であると
すれば、青少年の健全育成は、大人の反省なしには実
現しません。

「親が変われば、子どもも変わる」
子どもは、親の鏡と言われるように、子どもは親の
姿勢や態度を見て育ちます。これらのことを自覚し、
自らの生き方を見直し、姿勢を正していかなければな
りません。親自身が変わっていく必要があると思いま
す。

親が変われば、子どもも変わる
碧南高等学校PTA会長

杉　浦　速　太
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おやじの会は、平成１０年に棚尾地区の小学校５、６年生の父親たちが「棚小おやじの会」を組織し、活動をス
タートし、その後、市内の他の地区にも広がっていきました。活動のねらいは、「父親同士の交流を図って連帯感
を高めること」「子育てを母親任せにしないで、父親も家庭教育に関心をもち、子どもの理解を深め、子どもから
の信頼を得ること」です。

各地区おやじの会

寒空の下、
市内６地区の

おやじの会が
協力をして、

パトロール活動を
しました！！

西端おやじの会日進オヤジの会 鷲塚ぱぱす＆まます

棚尾おやじの会新川おやじの会 大浜おやじの会

おやじの会

きらきらウォーク　パトロール活動
平成28年12月17日（土）

142017.3.1




